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研究成果の概要（和文）：本研究課題（「国家変容と国民形成運動に関する動態的研究：近代ハンガリーにおけ
る「民衆」）は，言語と文学を中心とした近代国民形成運動における「民衆」という表象が担う役割について、
近代ハンガリーを研究対象に選んで検討した。国民形成と分断，支配と被支配という，近代においてきわめて複
雑な国家変容が見られるハンガリーでは、国民国家形成期における社会の近代化や市民革命によって、急速に
「民衆」というモチーフが国民形成の重要な要素となっていったことがわかった。それは、とくに市民社会に直
結した新聞というメディアや演劇という文学ジャンルで顕著であったことを、近代メディアや文学作品といった
一次資料から検証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study (A dynamic study of nation modification and nation
 building: the idea of "folk" in modern Hungary) is to examine modern Hungary as a research target 
about the role played by the idea of "folk" in the modern nation-building movement with a focus on 
language and literature. In Hungary, where extremely complex state changes are seen in modern times,
 such as nation formation and division, dominate and dominated, the motif of“folk”rapidly obtained
 importance due to the modernization of society and civil revolution during the period of nation 
state formation.  It was verified from the primary sources such as the cultural-political newspapers
 and theatre works of 19th century, that it was remarkable especially in the media and literary 
genre which were directly related to civil society.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は文学史を対象としながらも，社会思想史的な観点から近代社会そのものを再考するものである。ハンガ
リーという限定された地域の研究を通して、「民衆」像をキーワードにハンガリーの独自性を浮かび上がらせる
ことができたが、同時に近代ヨーロッパの国民形成運動という共通の文脈における普遍的な現象に関与・言及す
ることができたと考える。わが国でこれまでほぼまったく紹介されてこなかった近代ハンガリー文学史を，ヨー
ロッパ近代史のダイナミズムの中で捉え，紹介することに貢献できる研究でもある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

申請者は前研究課題（「国家変容と言語問題のモデル的研究：ハンガリー語のケース」

基盤研究(C)平成20～24 年度）で，近代ハンガリーの国家変容と国民形成運動が連動し

ながら，次第に「民衆(nép)」がその核を形作る重要な表象となっていったことを明ら

かにした。本研究では，この表象が，近代前半→1848 年革命と挫折→近代後半→トリ

アノン（民族分断）に至る過程でどう変化し，その役割をどう変えていくかを通して，

ハンガリーにおける国民文学運動を検証することとした。 
 
２．研究の目的 

本研究課題（「国家変容と国民形成運動に関する動態的研究：近代ハンガリーにおけ

る「民衆」）は，言語と文学を中心とした近代国民形成運動の中の「民衆」という表象

をテーマとする。近代ハンガリーには，国民形成と分断，支配と被支配という，きわめ

て複雑な国家変容が見られる。文学運動においては歴史主義から「民衆」へと関心がシ

フトし，「民衆」が国民を理想化する存在へと変化してゆく。そこには近代ヨーロッパ

文学運動に共通する普遍性と同時に，ハンガリーの特殊性が認められる。 

 

３．研究の方法 

研究対象を文化サークル・文芸誌・劇場という国民形成運動を支える３つの代表的な公空

間に絞り，これらにおける「民衆」の表象と機能の変遷を通して，近代ハンガリー文学運

動の特性を検証・記述する。 
 
４．研究成果 

平成２７年度：近代前半のハンガリーにおける国民形成運動を、１８４０年代を中心に、

新聞と劇場という２つの公空間について検証した。１つは、１８３０年代から１８４８年

革命にかけて著しく発達した｢流行紙（divatlap）｣とよばれる文芸誌３紙を比較検討し、

それぞれの政治的志向と影響力を多角的に分析した。その結果、「流行紙」というジャンル

は、短期間に教養紙から急進的な政治報道紙に変化し、近代新聞史における過渡期的で特

殊な位置づけにあることが明らかになった。この研究成果は、論文「近代ハンガリーにお

ける新聞の発達と１８４０年代の「流行紙」」『ウラリカ』16号（2015年 8月）に発表し

た。また、２つめの劇場については、１８３７年設立の国民劇場の発展を、１８４８年革

命とそれに続く独立戦争の１０年あまりの変化に焦点を当てて、国民劇場のプログラム資

料から具体的な情報を読み取ることで実証的検討を行った。その結果、演目からは、特に

圧倒的に外国語からの翻訳作品が多かった初期に比べて、ハンガリー語のオリジナル作品

が短期間に著しく増えていく様子が読み取れた。配役やその他の情報からは、劇場の運営

のあり方、とくに１８４８年革命がもたらした影響を探った。ハンガリー王国内における

最初の本格的なハンガリー語常設劇場として設立された国民劇場は、大貴族から中産階級

そして職人や農民にいたるさまざまな社会階層の市民が一堂に会し民族語による演劇文化

を享受することのできる唯一の公空間であり、１９世紀のロマン主義的国民演劇運動にと

って非常に重要な場であったことが明らかになった。以上の研究成果を、論文「近代ハン

ガリーにおける国民演劇運動の発展―国民劇場の黎明期―」『言語文化研究』第 42号（2016

年 3月）に発表した。 
 

平成２８年度：近代ハンガリーの国民文化形成運動において、とくに演劇文学において歴

史主義から「民衆」へスポットを当てたテーマへと変化していく過程を、１８４０年代の



「民衆もの」ジャンルに焦点を当てて分析した。具体的には、１８４８年革命の直前から

直後にかけて発表され当時非常な人気を博した劇作において、そのテーマやプロットの展

開、登場人物の設定の特徴を分析した。Szigeti Jozsefの『３月の日々のお役人』(1848)、 

Dobsa Lajosの『３月１５日』(1848)、 Eotvos Jozsef『平等ばんざい』(1840)、 Obernyik 

Karoly『ウィーン革命の中のハンガリー人』(1849)などである。これらの作品に共通した

特徴として、①登場人物が革命派と保守派にはっきりと分かれ、主人公は革命派の若者で

ある、②革命の動向と主人公の恋愛物語がパラレルに描かれ、恋愛の障害となる人物は保

守派であり、政治的な対抗軸ともなっている、③プロットは軽快な展開を見せ、主人公の

恋愛の成就と革命の成功の両方が描かれたハッピーエンドが主流であること、その一方で、

貴族・富裕市民・労働者階級のあいだに解決しがたい隔たりと相互不理解による摩擦が描

かれている点にリアリズム文学の前兆が現れていること、などを明らかにした。 

 

平成２９年度：前年度、前々年度の研究で、おもに新聞や演劇という媒体に着目しながら

１９世紀なかばにおける国民文学の形成のあり方を検証したので、この年度はさらに近代

全体におけるハンガリー国民文学形成の諸相を俯瞰する方向へ転換させた。近代国民文学

形成に関する諸問題を、２０世紀初頭の作家コストラーニ・デジェーの生涯と作品を通し

て検討した。この時代は、第一次世界大戦が終結し、ハプスブルク家が統治する多民族帝

国が崩壊、また１９１８年秋のブルジョア民主主義革命では作家らがハンガリー共和国建

設を後押して自由主義的な文学団体ヴェレシュマルティ・アカデミーを創立した。しかし、

政権が半年で崩壊し、１９１９年３月に共産主義革命が起こりタナーチ（ソビエト）共和

国が樹立すると、ヴェレシュマルティ・アカデミーは廃止され、今度は作家管理局が発足

する。そして同年夏にわずか四か月余りで社会主義政権が崩壊し、保守右派のホルティ・

ミクローシュがハンガリー王国を復活させ摂政となると、左派の作家らを中心としたこの

文学機構も禁止された。翌１９２０年には、連合国によるトリアノン条約によってハンガ

リー王国の領土の３分の２が新興諸国家に割譲され、民族の分断という事態を迎える。こ

のような激しい国家変容と国民分断の中で、多くの文学者が政治的活動に深く関与する一

方、コストラーニはあえて距離を置き個人的な問題を描くことで普遍的文学を成立させた

ことを検証した。 

 

平成３０年度：前年度の研究成果を、コストラーニの短編小説１７編の翻訳『ヴォブルン

風オムレツ―コストラーニ・デジェー短編集』（未知谷）および、解説論文「コストラーニ

文学の普遍性―近代ハンガリーという特殊性のなかで」（同上）でまとめた。また、口頭発

表２件も行った。コストラーニの一見矛盾に満ちたような思想や活動をたどることで、近

代ハンガリー文学における国民文学形成とイデオロギーのあり方を逆に浮き彫りにするこ

とができるということを提示した。また、ハンガリーおよびセルビアでの調査研究を通じ

て、近代ハンガリー文学の日本での紹介状況について、現地の新聞でも公表する機会を作

った。 
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